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令
和
３
年
６
月
、
本
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）の
理
念
に
基
づ
き
、
多
様
性

と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
や
持
続
可
能
で
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る｢

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
薩
摩
川

内｣

の
実
現
を
目
指
し
、
薩
摩
川
内
市
未
来
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、令
和
６
年
３
月
に｢

薩
摩
川
内
市
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
地
域
戦
略｣

を
策
定
し
、
本

市
の
現
状
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
地
域
全
体
で

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
や
目
標
達
成
に
向
け
た

施
策
な
ど
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
の
世
代
へ
持
続
可
能
な
環
境
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
地
球
温
暖

化
対
策
に
対
す
る
行
動
を
起
こ
す
と
と
も
に
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、
温
室
効
果
　

　
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
、
排
　
　

　
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
す
。

2
0
3
0
年
度
目
標
：
2
0
1
3
年
度
比
46
％
削
減
以
上
の
高
み
を
目
指
す

2
0
5
0
年
度
目
標
：
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

本
市
の
取
り
組
み

・
産
業
部
門

　
事
業
者
に
よ
る
排
出
削
減
の
取
り
組
み
の
促
進
、　
　

　
農
林
水
産
業
分
野
の
削
減
　
な
ど

・
民
生（
業
務
）部
門

　
建
築
物
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
推
進
、
徹
底
　
　

　
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
促
進
　
な
ど

・
民
生（
家
庭
）部
門

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や
再
生
可
能
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進
、
住
宅
に
お
け
る
温
暖
化

　
対
策
の
推
進
　
な
ど

・
運
輸
部
門

　
次
世
代
自
動
車
の
導
入
促
進
、
港
湾
に
お
け
る
　

　
脱
炭
素
化
の
推
進
　
な
ど

　
　
そ
の
他
の
分
野
で
も
施
策
、
取
り
組
み
を
定
　

　
め
て
い
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

・
自
家
用
車
の
利
用
を
控
え
て
、
公
共
交
通
機
関

　
を
利
用
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
す
。

・
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
　

　
性
能
が
高
い
家
電
を
利
用
す
る
。

・
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
。

・
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
す
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ
イ

　
ブ
を
心
掛
け
る
。

・
不
要
な
も
の
を
買
わ
な
い
。

問
合
先
／
本
庁
環
境
課
生
活
環
境
Ｇ（
内
線
４
３
３
２
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
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▲薩摩川内市
　カーボンニュート
　ラル地域戦略を策　　　
　定しました

部門
2021 年度 2030 年度（目標年度）

温室効果ガス総排出量 温室効果ガス総排出量
（千t-CO₂） 割合 （千t-CO₂） 2013 年度比

産 業 部 門 143.9 22.8% 132.6 ▲ 46％
民生（業務）部門 143.3 22.7% 110.9 ▲ 51％
民生（家庭）部門 77.9 12.3% 51.2 ▲ 67％
運 輸 部 門 154.1 24.4% 120.5 ▲ 40％
その他の分野 112.8 17.8% 84.4 ▲ 13％
合 計 632.1 100.0% 499.7 ▲ 46％

部門別温室効果ガス総排出量および削減目標

カーボンオフセットを組み合わせた実質ゼロ

※現状すう勢：2020 年度を基に算定。
　将来予測される人口や、経済状況などを　
　基に推計した、特段に温暖化対策を講じ　
　ない場合の将来の予想。

現状すう勢による削減分
▲ 269.6 千 t-CO2

（※）

対策・施策による削減分
▲ 156.0 千 t-CO2

※四捨五入の関係で合計が一致しない場合があります。�

　
　　499.7 千 t-CO2
【2013 年度比�▲ 46％】

2030 年度目標

皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／秘書広報課企画総務・広聴広報Ｇ（内線 4122）

皆さんの思い出の
料理を大募集

理を始めたそうです。｢おいしそうに食べて
くれる家族の姿を見ることと、料理の盛り
付けがうまくいったときが１番やりがいを
感じる｣と笑顔で話してくれました。
　料理を作るうえで特に気を付けているこ
とは、｢彩り｣だそうです。料理の中に必ず、
赤や緑の食材を入れるようにしており、盛
り付ける際は皿の色やデザインも考慮して
いるといいます。アルバイトで貯めたお金
を自分が好きな食器に使いたいと思ってい
たほど食器が好きで、食器を先に決めてか
ら献立を考えることもあるそうです。
　また、｢今回の料理には、全て祖父が育
てた野菜を使っています。祖父が作る野菜
は、きれいで甘くておいしいです。いつで
も採れたての野菜を食べられることに感謝
です」と嬉しそうに話してくれました。
　暑い日が続くと、熱中症など体調を崩し
てしまうことが多くなります。松本さん考
案の｢トマトとオクラの冷そうめん｣を食べ
て、夏の暑さを乗り切りましょう。

�� レシピ今回は、松本七虹さんにこれからの季
節にぴったりの夏野菜を使った｢トマ

トとオクラの冷そうめん｣を紹介していた
だきました。
　松本さんは、小学校から高校まで陸上を
しており、現在もマラソンのイベントがあ
るときは、練習で１日に10km走ること
もあるそうです。高校生の時に、練習で肉
離れをしたことがきっかけで、より一層食
や栄養面に気を使うようになったといいま
す。そこで夏でもおいしく食べることがで
きて、食欲をそそるメニューを考えて作っ
たのがトマトとオクラの冷そうめん。家族
からも｢食感が楽しくて飽きない｣と好評だ
そうです。
　｢料理を始めたきっかけは、母の影響で
す｣と言う松本さん。パンやピザなども作
る料理上手なお母さまの味が好きで、幼い
頃から手伝いをすることが多く、｢私もこ
んな風に作れるようになりたい、私の作っ
た料理で家族を笑顔にしたい｣と思い、料

【材料】 （２人分）
●トマト：１個�●そうめん：150
グラム�●生キクラゲ：２枚�●オ
クラ：２本�●大葉：お好みで
［つゆ］
●ツナ缶：１缶�●めんつゆ（３倍
濃縮）：大さじ３�●ごま油：小さ
じ１�●しょうゆ：小さじ１�●砂
糖：大さじ１�●酢：大さじ１�●
すりごま：大さじ１�●ニンニク
（チューブ）：お好みで

【作り方】
❶�そうめんをゆがき、氷水で冷や
しておく。
❷�生キクラゲ、オクラを１分ほど
ゆでる。
❸�トマトを角切り、オクラを輪切
り、キクラゲを細切りにしてボ
ウルに入れる。
❹�③につゆを入れて混ぜる。
❺�④にそうめんを入れ、よく混ぜ
る。
❻�皿に盛り付けて、仕上げに千切
りにした大葉を添えて完成。

松
まつもと

本　七
なな

虹
こ

さん

夏バテ防止　
さっぱり食べられる
トマトとオクラの
冷そうめん

●そうめん、野菜はゆがきすぎないように気を付ける。
●大葉は、きざみネギで代用できる。
●そうめんは氷水でしっかり冷やすことでよりおいしく食べることができる。
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　４月 24 日（水）、SS プラザせんだいで、川内港国
際定期コンテナ航路開設 20 周年記念式典・祝賀会
を開催しました。
　400 人を超える方々が参加し、川内港を軸とした
地域経済の活性化を、官民一体となって実現してい
く気運の醸成を図ることが出来ました。

高校生が鍛
たん

金
きん

加工を体験 川内港国際定期コンテナ航路開設
20周年記念　４月17日（水）、川内商工高等学校で、樋脇精工（株）

による、鍛金加工の体験授業が行われました。
　これは、本市を拠点に先端技術などを活用した実
証実験を行う薩摩川内市イノベーショントライアル
サポート事業の一環として行われたもので、参加し
た同校機械科の３年生５人は、慣れない作業に苦労
しながらも、廃棄されたアルミ鍋の一部から風鈴を
丁寧に製作し、再利用を
通して、生徒一人一人が
SDGsについて考えるきっ
かけとなりました。

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

【情報提供：薩摩川内警察署】

【情報提供：川内商工高等学校】

　４月９日（火）、高来小学校で、横断旗の贈呈式を
開催しました。
　鹿児島県遊技業協同組合薩摩川内支部から、交通
安全への願いが込められた横断旗が、市内の小学校
23校に３本ずつ寄贈されました。児童たちは、横断
歩道の正しい渡り方などを教わり、交通安全の大切
さを学ぶきっかけとなりました。

　４月２日（火）、川内港高速船ターミナルで、高速
船甑島就航 10 周年記念セレモニーを開催しました。
　セレモニーでは今後の航路の安全を祈願し、市長
が船長に花束を贈呈した他、当日の乗船客にオリジ
ナル御船印などの記念品が配布されました。

　４月に、樋脇、手打、鹿島、高来、永利小学校で「人
権の花」運動開校式を行いました。
　子どもたちがお互いに協力しながら、優しい心や
思いやりの心を育むことを目的に、人権の花に指定
されているヒマワリを栽培します。

優しい心や思いやりの心を育てよう

交通安全への願いを込めて

　４月中旬、川内商工高等学校電気科３年の福
ふく

山
やま

蓮
れん

人
と

さんと鳥
とり

越
ごえ

大
たい

雅
が

さんが、国家資格である｢第三種電
気主任技術者試験｣に合格しました。
　これは、電圧 5万ボルト未満の事業用電気工作物
の主任技術者に必要な資格で、県内合格率が 15.6％
と低く、高校生の合格は難関とされています。

高校生が難関試験に合格

高速船甑島就航 10周年
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…
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…
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抽
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…
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…
内
線

…
フ
ァ
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…
メ
ー
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ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
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ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
29
日（
土
）14
時
～
16
時

※
開
場
は
13
時
30
分
～

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏（
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
）

※
入
場
無
料

ハ
ロ
ー
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ

hellobellringers@
gm
ail.com

川
内
美
術
協
会
小
品
展

７
月
７
日（
日
）～
14
日（
日
）

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
川
内
店

油
彩
、
水
彩
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

彫
像
、
木
工
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
作

品
展
示

※
入
場
無
料

川
内
美
術
協
会
　
川か
わ

畑ば
た

０
９
０（
９
５
７
５
）４
３
１
９

歴
史
講
座｢

南
北
朝
期
の
碇い
か
り

山や
ま

城じ
ょ
う

に
つ
い
て｣

　
　
　
　

【
要
申
込
】

７
月
14
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

※
受
け
付
け
は
13
時
～

川
内
歴
史
資
料
館

姶
良
市
歴
史
民
俗
資
料
館
　
館
長

　
下し

も

鶴づ
る

弘ひ
ろ
し

氏

ど
な
た
で
も
可

先
着
50
人

２
０
０
円（
受
講
料
）

６
月
15
日（
土
）～
７
月
14
日（
日
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

宇
宙
館
科
学
工
作

　
　
　
　

｢

組
立
天
体
望
遠
鏡｣

　
　
　

【
要
申
込
】

７
月
21
日（
日
）

▼
１
回
目
＝
10
時
～
12
時

▼
２
回
目
＝
13
時
30
分
～
15
時
30
分

少
年
自
然
の
家

倍
率
15
倍
の
望
遠
鏡
を
組
み
立
て

な
が
ら
、
構
造
や
使
い
方
の
学
習

小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

各
回
先
着
25
人

１
５
０
０
円（
１
人
１
セ
ッ
ト
）

６
月
28
日（
金
）10
時
～

直
接
、
電
話

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

火
山
灰
ア
ー
ト
体
験

　
　
　

【
要
申
込
】

７
月
21
日（
日
）

▼
１
回
目
＝
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
２
回
目
＝
13
時
～
14
時
　

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

桜
島
の
火
山
灰
を
使
用
し
た
砂
絵

制
作火

山
灰
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
Ｋキ

ョ

ウ

コ

Ｙ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

氏
小
学
生
以
上

各
先
着
20
人

�

▼
高
校
生
以
上
＝
１
５
０
０
円

▼
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円

タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ

７
月
15
日（
月
）ま
で

直
接
、
電
話

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

（
27
）８
４
５
５

募
集

い
じ
め
不
登
校
相
談
会
・

　

教
育
講
演
会

６
月
30
日（
日
）�

▼�

第
１
部
＝
10
時
～
12
時
　
　
　
　

い
じ
め
・
不
登
校
を
中
心
と
し
た
子

育
て
相
談
会（
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
）

▼�

第
２
部
＝
13
時
30
分
～
15
時
15
分

｢

思
春
期
を
見
通
し
て『
育
ち
』を

守
る
子
育
て
を｣

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

神
戸
大
学
名
誉
教
授
　
広ひ
ろ

木き

克か
つ

行ゆ
き

氏

ど
な
た
で
も
可

▼�

講
演
会
の
み
＝
前
売
り
１
０

０
０
円（
当
日
１
３
０
０
円
）

　
※
学
生
は
５
０
０
円

　
▼�

講
演
会
＋
相
談
会
＝
前
売
り
１

５
０
０
円（
当
日
１
８
０
０
円
）

２
歳
～
小
学
２
年
生
＝
５
０
０
円

※
６
月
20
日（
木
）ま
で
要
予
約

６
月
27
日（
木
）ま
で

電
話里

オ
リ
ー
ブ
文
庫
講
演
会
実

行
委
員
会
　
山や

ま

口ぐ
ち

（
20
）４
８
３
３

着
物
の
着
付
け
と
マ
ナ
ー
を

学
ぼ
う
　

７
月
７
日
～
８
月
25
日
の
各
日
曜

日（
全
８
回
）10
時
～
12
時

中
央
公
民
館

浴
衣
の
着
装
や
作
法
、
日
本
文
化

に
つ
い
て

※
浴
衣
一
式
貸
し
出
し
可

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生（
保

護
者
も
可
）

先
着
20
人

※
受
講
無
料

電
話伝

統
文
化
和
装
礼
法
親
子
教

室
実
行
委
員
会
　
鏑や

ぶ

流さ

馬め

０
９
０（
７
４
６
０
）７
５
０
３

弓
道
教
室

６
月
20
日
～
７
月
29
日
の
毎
週

月
、
木
曜
日（
全
10
回
）19
時
30
分
～

21
時

※
７
月
１
日
、
15
日
は
休
講

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方

※
初
心
者
、
経
験
者
は
問
い
ま
せ
ん
。

先
着
30
人

１
回
２
４
０
円

運
動
の
で
き
る
服
装
、
靴
下

６
月
18
日（
火
）ま
で

電
話市

弓
道
連
盟
事
務
局
　
今い
ま

村む
ら

（
30
）２
３
６
４

０
９
０（
５
０
２
０
）８
９
９
１

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

17 Satsumasendai city Public Relations, 2024.6.10



▼�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
　
薩

摩
川
内
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
　
小こ

城じ
ょ
う　

０
９
０（
３
１
９
７
）６
７
３
３

放
送
大
学

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
10
月
入
学
生

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３

０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
卒
業
す
る
と
、
学
士
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方（
卒
業
を
目
指
す

方
は
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が

必
要
）

▼�

第
１
回
＝
６
月
10
日（
月
）～
８

月
31
日（
土
）必
着

　
▼�

第
２
回
＝
９
月
１
日（
日
）～
10

日（
火
）必
着

※�

募
集
学
生
の
種
類
、
出
願
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
資
料
請
求
無
料

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の

　

縦
覧
と
説
明
会

（
仮
称
）い
ち
き
串
木
野
市
及
び
薩

摩
川
内
市
に
お
け
る
風
力
発
電
事

業（
改
定
版
）

▼
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

６
月
21
日（
金
）～
７
月
22
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

本
庁
４
階
環
境
課
、
寄
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
日
本
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
薩
摩
事
業
所

環
境
影
響
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
を
聴
く

た
め
の
図
書
の
縦
覧

▼
説
明
会

６
月
28
日（
金
）19
時
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

ど
な
た
で
も
可

日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
薩
摩
事

業
所（

26
）１
４
１
１

（
仮
称
）い
ち
き
串
木
野
・
薩
摩
川
内

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

▼
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

６
月
21
日（
金
）～
７
月
22
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

本
庁
４
階
環
境
課
、
隈
之
城
、
峰

山
、滄
浪
、寄
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ

聞
町
６
番
10
号
　
市
民
健
康
課
地
域

医
療
Ｇ（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）８
８
４
８

フ
ラ
ン
ス
入
門
講
座

７
月
20
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
ン
ス
の
言
葉
、
食
、
伝
統
な

ど
の
魅
力
に
つ
い
て

ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ガ
　
橋は

し

渡ど

よ
し

江え

氏ど
な
た
で
も
可

先
着
25
人

※
受
講
無
料

６
月
18
日（
火
）～

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

※
受
け
付
け
時
間
は
平
日
９
時
～
17
時

市
国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

か
ら
い
も
交
流
・
夏

　
　
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

７
月
14
日（
日
）～
28
日（
日
）

日
本
の
大
学
、
専
門
学
校
で
学

ん
で
い
る
留
学
生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
が
で
き
る
方

６
月
30
日（
日
）ま
で

電
話

▼�

国
際
交
流
協
会
　
　
　
　
　
　
　

（
22
）７
７
４
０

▲�日本風力エネ
ルギー㈱薩摩
事業所

▲放送大学

▲�申込
フォーム

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校
の
委
託
訓
練
生

８
月
22
日（
木
）～
11
月
19
日（
火
）�

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー（
青
山

町
）パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
な
ど
）

障
害
の
あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
方

８
人

※�

受
講
料
無
料（
別
途
、
教
材
費
９

０
０
０
円
）

７
月
19
日（
金
）ま
で

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え

付
け
の
入
校
願
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
、

に
直
接�

※�

選
考
方
法
は
面
接
、
８
月
２
日

（
金
）、
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
入
来
町
浦
之
名
）

（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内

（
22
）８
６
０
９

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

７
月
13
日（
土
）９
時
30
分
～
11

時
30
分

カ
フ
ェ
あ
じ
さ
い（
横
馬
場
町
）

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

※�

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
う

講
師
で
す
。

ど
な
た
で
も
可

※
受
講
無
料

電
話あ

じ
さ
い
苑

（
23
）６
０
０
０

医
療
福
祉
従
事
者
奨
学
生

貸
与
額
＝
月
額
10
～
15
万
円

　
▼�

甑
島
区
域
の
医
療
施
設
な
ど
に

指
定
の
期
間（
医
師
は
３
年
間
、

看
護
師
は
５
年
間
）従
事
す
る

と
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
資
金

の
返
還
を
全
額
免
除

　
▼�
従
事
期
間
が
指
定
の
期
間
に
満

た
な
い
場
合
も
、
勤
務
年
数
に

よ
り
、
返
還
額
の
一
部
を
免
除

※�

甑
島
区
域
の
医
療
施
設
な
ど
に
従

事
で
き
な
い
場
合
は
、
貸
与
を
受

け
た
奨
学
資
金
を
全
額
返
還
い
た

だ
き
ま
す
。

将
来
、
甑
島
区
域
の
医
療
施
設
な

ど
に
勤
務
す
る
意
思
を
持
ち
、
現
在
、

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高

等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
方

※�

同
種
の
資
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付

を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

若
干
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
終
了

９
月
30
日（
月
）必
着

市

ま
た
は

へ
直
接
請
求
し
、

送
付
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
直
接
、
送
付

連
帯
保
証
人
２
人（
う
ち
１
人
は

県
内
在
住
者
）が
必
要

〒
８
９
５-

８
７
９
０
　
西
開

182024.6.10 広報

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
の
計
画

給
水
区
域
外
の
地
域
に
居
住
、
ま
た

は
居
住
予
定
の
方
で
、
単
独
ま
た
は

共
同
利
用
に
よ
り
家
庭
用
井
戸
設
置

に
要
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
な
ど
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
方

※�

計
画
給
水
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、

水
道
未
整
備
区
域
で
当
面
配
水
管

整
備
の
計
画
が
な
く
、
緊
急
に
飲

用
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
は
対
象

市

上
の
申
請
書
な
ど
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
電
話

※�

詳
し
く
は
市

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

水
道
局
経
営
管
理
課
企
画
業

務
Ｇ（

20
）８
５
０
１

８
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　

｢

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間｣

　
道
路
敷
地
内
の
草
刈
り
や
空
き
缶

回
収
な
ど
の
自
主
的
な
道
路
愛
護
作

業
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
道
路

を
常
に
広
く
美
し
く
安
全
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
８
月

を｢

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間｣

と
し
て
い

ま
す
。

８
月
１
日（
木
）�

～
31
日（
土
）

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
３
）ま
た
は
各
支
所
、
甑

島
振
興
局

移
動
図
書
館
車（
里
地
域
）の

巡
回
日
程
を
変
更
し
ま
す

　
令
和
５
年
度
広
報
薩
摩
川
内
３
月

通
常
版｢

行
こ
う
よ
！
図
書
館｣

で
お

知
ら
せ
し
た
甑
島
区
域（
里
地
域
）の

移
動
図
書
館
車
の
巡
回
日
程（
巡
回

順
）を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

変
更
後

里
小
学
校
→
里
中
学
校
→
里
公
民
館

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入

ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
に
発
生
し
た
事
故
に
対
し
て
補
償

す
る
制
度

掛
け
金
納
入
日
翌
日
～
令
和
７
年

３
月
31
日

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
う
４
人
以
上
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

申
込
フ
ォ
ー
ム

※�

詳
し
く
は
、（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

Ｇ（

６
３
３
３
）

西
山
、
浜
田

▼�

鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田
、
鹿
島
宮

田
一
般

６
月
20
日（
木
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

６
月
25
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
４
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
市

に
掲
載
お
よ
び�

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

環
境
影
響
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
を
聴
く

た
め
の
図
書
の
縦
覧

▼
説
明
会

７
月
１
日（
月
）18
時
30
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

ど
な
た
で
も
可

㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト

（
29
）４
９
６
０

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
城
上
、
西
方
西
、
月

見
、
宮
下
市
営
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
平

佐
市
営（
シ
ル
バ
ー
、
特
公
賃
）、

若
葉
市
営
、
勝
目
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
椿
第

１
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
舟
越
、
天
貴

美
、
八
風
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

入
来（
シ
ル
バ
ー
）、
立
山
一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
里
、
東
園

▼�

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
成

木
田
、
早
馬
、
黒
木
第
３
一
般
、

黒
木
特
公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
城
山
、
中
樋

▼
上
甑
地
域
＝
村
町

▼�

下
甑
地
域
＝
浜
口
第
３
、
内
川
内
、

▲�㈱グリーンパ
ワーインベス
トメント

▲市

▲�（公財）スポーツ
安全協会

▲市

相
談

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
両
立
支
援

無
料
相
談
窓
口【
要
申
込
】

毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
休
み

※
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
中
止

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院（
永

利
町
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
・
両
立

支
援
促
進
員（
社
会
保
険
労
務
士
な

ど
）働

き
な
が
ら
、
が
ん
、
脳
血
管
疾

患
、
難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い

る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場
担
当

者
な
ど

直
接
、
電
話

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
22
）１
１
１
１

お
知
ら
せ

家
庭
用
飲
用
井
戸
等
整
備
支
援

事
業
補
助
金

家
庭
用
飲
用
井
戸
を
設
置
す
る
場

合
の
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
な
ど
の
費
用

の
一
部
補
助

相
談

お
知
ら
せ
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川
内
地
域

（
出
生
児
）

堀
之
内
　
琳り

お凰

内
田
　
　
彩い

ろ
は葉

内
田
　
　
凪な

ぎ

麻
生
　
　
悠は

る
と斗

道
岡
　
　
蒼そ

う
た太

白
石
　
　
咲さ

な奈

池
﨑
　
　
愛え

ま真

遠
矢
　
　
心こ

こ
ね音

山
川
　
　
優ゆ

う
な奈

菊
池
　
　
結ゆ

い
な凪

富
満
　
　
律り

つ
き貴

満
留
　
　
翔し

ょ
う
と都

宮
原
　
　
莉り

お央

船
橋
　
　
沙さ

や恭

浪

　
　
泰た

い
と杜

竹
野
　
　
玖く

お
ん音

寺
脇
　
　
蒼あ

お
と人

伊
地
知
　
晴は

る

下
宇
宿
　
結ゆ

ら楽

久
保
　
　
陽ひ

よ
り愛

川
添
　
　
結ゆ

い
と翔

東
　
　
　
湊そ

う生

田
島
　
　
陸り

く
と斗

今
川
　
　
蒼あ

お陽

田
代
　
　
泰た

い
し士

勝
目
　
　
結ゆ

の
ん音

桐
野
　
　
恵え

な奈

後
藤
　
　
京き

ょ
う
や哉

小
原
　
　
宗そ

う
す
け侑

（
年
齢
）

【
86
】

【
91
】

【
70
】

【
95
】

【
102
】

【
89
】

【
80
】

【
96
】

【
68
】

【
98
】

【
97
】

【
90
】

宮
里

宮
里

青
山

中
福
良

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

天
辰

大
小
路

（
保
護
者
）

【
太
志
】

【
真
実
】

【
真
実
】

【
悠
矢
】

【
祐
哉
】

【
雄
大
】

【
優
奈
】

【
将
軍
】

【
晃
平
】

【
あ
や
こ
】

【
龍
介
】

【
泰
都
】

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

勝
目

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

天
辰

【
翔
馬
】

【
佳
一
郎
】

【
友
都
】

【
和
輝
】

【
駿
斗
】

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

斧
渕

【
優
希
】

【
誠
志
】

【
慎
剛
】

【
公
也
】

【
仙
太
郎
】

【
充
】

【
剛
樹
】

【
大
樹
】

【
大
輝
】

【
快
斗
】

【
大
輔
】

【
翔
太
】

【
壮
真
】

【
直
輝
】

【
光
輝
】

【
正
一
】

【
健
司
】

天
辰

天
辰

天
辰

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

五
代

五
代

五
代

五
代

中
郷

百
次

高
城

東
大
小
路

中
郷
二
丁
目

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 6月25日（火）�
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

川
内
地
域

（
氏
　名
）

下
桝
　
　
フ
ミ

小
園
　
　
ト
シ
エ

米
盛
　
　
秀
子

慶
田
　
　
光
子

松
元
　
　
知
喜
子

下
園
　
　
勝
美

湯
田
　
　
ト
キ
子

藤
井
　
　
イ
ツ

末
永
　
　
博
史

鹿
子
木
　
幸
子

堂
込
　
　
早
志

満
尾
　
　
辰
朗

樋
脇
地
域

福
迫
　
　
葵あ

お
と翔

武
下
　
　
隼し

ゅ
ん
た大

竹
下
　
　
月る

あ愛

入
来
地
域

元
島
　
　
百も

も
か翔

東
郷
地
域

山
下
　
　
旺お

う
り李

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（5月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/4/30）

区　分 件　数
交通事故 62 件（前年比�－� 8 件）
死　　者 0件（前年比±���0 件）
負 傷 者 68 件（前年比�－� 8 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/4/30）

区　分 件　数
火　災 8件（前年比�－� ����6 件）
救　急 1,546 件（前年比�－� ��26 件）
救　助 12 件（前年比�＋����3 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（6月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
市県民税１期 7月1日（月）

■総人口 91,027人（＋ 33人）
　男　性 44,304人（＋ 47人）
　女　性 46,723人（－ 14人）
■世帯数 46,622世帯（＋146世帯）

　今回の写真は、平成 30 年８月に鹿島町で開催され
た化石発掘体験会の様子です。
　甑島では、平成 20 年に県内で初めて恐竜の化石が
発見されてから、さまざまな化石が相次いで発見さ
れています。
　現在は、毎月「化石プログラム」（体験型の講座）と
して、甑島の化石や地層について楽しく学ぶイベン
トを開催しており、令和７年４月の甑ミュージアム
リニューアルオープンに向けて準備を進めています。

甑島の化石は約7,000
万年も前の地層から、
見つかったつん

▲広報薩摩川内No.337より

 vol. ６

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

▲甑ミュージアム
　ホームページ

202024.6.10 広報

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2024.6月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所・氏名・年齢・連絡先・
ペンネームを明記の上、はがき・封書・メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和６年
6月26日（水）消印有効

締 

切

緒
方
　
　
友
子

東
郷
地
域

久
保
　
　
ナ
ミ
エ

諏
訪
　
　
エ
ミ

書
川
　
　
葊
毅

書
川
　
　
東

木
場
　
　
圓

山
之
内
　
タ
ツ
ヱ

中
村
　
　
ミ
エ
子

祁
答
院
地
域

今
村
　
　
ナ
ダ
ヱ

黒
木
　
　
正
治

【
94
】

【
67
】

【
93
】

【
81
】

【
81
】

【
87
】

【
79
】

【
94
】

【
83
】

【
92
】

【
91
】

【
69
】

【
93
】

【
73
】

大
小
路

大
小
路

大
小
路

国
分
寺

御
陵
下

五
代

五
代

中
郷

田
崎

田
崎

網
津

永
利

高
江

高
城

【
72
】

【
101
】

【
100
】

【
83
】

【
75
】

【
80
】

【
95
】

【
92
】

【
90
】

【
80
】

副
田

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

藤
川

藺
牟
田

藺
牟
田

【
89
】

【
77
】

【
94
】

【
85
】

【
87
】

【
72
】

【
78
】

【
75
】

【
69
】

【
95
】

高
城

陽
成

城
上

中
郷
一
丁
目

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

浦
之
名

【
95
】

【
88
】

【
74
】

【
81
】

【
97
】

【
93
】

手
打

手
打

瀬
々
野
浦

青
瀬

長
浜

藺
牟
田

樋
渡
　
　
美
明

小
薗
　
　
和
年

井
上
　
　
生
子

竹
下
　
　
月
江

樋
脇
地
域

東
　
　
　
忍

休
德
　
　
秋
月

鍋
　
　
　
洋
子

坂
口
　
　
良
文

入
来
地
域

荒
川
　
　
秀
昭

斧
渕
　
　
フ
ミ
ヨ

下
甑
地
域

四
角
　
　
當
智
子

江
口
　
　
安
彦

宮
野
　
　
守
史

春
田
　
　
和
正

楠
元
　
　

子

鹿
島
地
域

中
野
　
　
典
子

小
原
　
　
敏
子

中

　
　
公
平

外
原
　
　
昭
子

福
永
　
　
ヒ
サ
子

兒
玉
　
　
佳
代
子

仮
屋
　
　
武

田
村
　
　
美
子

小
田
原
　
妙

今
村
　
　
勝
義

北
野
　
　
ト
ヨ
ノ

針
原
　
　
喜
市

富
永
　
　
光
明

瀨
戸
口
　
十
次

田
畑
　
　
マ
チ
子

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　�koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 ６月 26 日（水）消印有効【締切】 ６月 26 日（水）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「ensoku 米粉菓子屋」の1,000円分の焼き菓子ギフトバッグ

を３人にプレゼント。
　完全無農薬、無化学肥料の玄米粉や米粉を使用した焼き
菓子屋として、今年の４月にオープンしたばかりのお店。
フィナンシェやマドレーヌなどの焼き菓子に加え、タルト
やスコーンまでさまざまな種類のお菓子を楽しむことがで
きます。また、シルクのように滑らかな食感のシルキース
ムースチーズケーキは予約限定の商品。
　米粉を使った多彩なお菓子をぜひご賞味ください。

ensoku�米粉菓子屋
住  入来町副田 5955-87
営  11:00 ～ 16:00
営業日／金、土曜日
※営業日は変動する
　場合があるため、
　Instagramをご確認の
　上、ご来店ください。

●●

●● ●●

●●

入来郵便局入来郵便局

入来総合
グラウンド
入来総合
グラウンド

薩摩川内市
入来文化ホール
薩摩川内市
入来文化ホール

川薩清修館
高等学校
川薩清修館
高等学校ensoku 米粉菓子屋

328

▲Instagram

▲ e
エ ン ソ ク
nsoku�米粉菓子屋��（外観） ▲シルキースムースチーズケーキ

あ
る
春
の
日
の
こ
と

　
鳥
の
さ
え
ず
り
が
新
緑
に
映
え
る
山
奥
で

の
１
コ
マ
。

　
夫
が
庭
を
歩
き
な
が
ら
目
で
見
て
耳
で
聞

い
て
楽
し
ん
で
い
た
あ
る
日
の
こ
と
。「
珍

し
い
鳴
き
方
の
鳥
だ
け
ど
何
だ
ろ
う
？
」と

耳
を
澄
ま
せ
る
と
、
遠
く
か
ら「
ピ
ー
ポ
ー

ピ
ー
ポ
ー
」と
音
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ

て
、
救
急
車
が
高
速
を
走
る
音
だ
と
気
付
き

ま
し
た
。

　
搬
送
さ
れ
て
い
た
方
の
無
事
を
願
い
な
が

ら
、
ふ
と
夫
の
耳
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
思

う
こ
と
で
し
た
。

う
ー
さ
ん（
59
歳
）

奇
跡
の
ヒ
マ
ワ
リ

　
畑
の
草
取
り
を
し
て
い
た
ら
、
ヒ
マ
ワ
リ

が
１
本
だ
け
生
え
て
い
ま
し
た
。
寒
い
中
、

こ
ぼ
れ
種
が
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

育
っ
て
い
ま
し
た
。
踏
み
つ
け
た
ら
い
け
な

い
と
思
い
プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
し
た
ら
元
気
よ

く
育
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
前
に
頂
い
て
か
ら
、
年
々
き
れ
い
な

ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー
の
ヒ
マ
ワ
リ
に
育
ち
、
真

夏
か
ら
寒
い
11
月
ま
で
咲
い
て
パ
ワ
ー
を
頂

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
毎
月
種
ま
き
を
し
て

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
み
ち
ゃ
ん（
64
歳
）

「
あ
っ
、
あ
っ
た
」

　
川
内
の
食
べ
物
で
大
好
き
な「
た
ま
ご

む
っ
か
ん
」を
川
内
駅
で
発
見
。

　
去
年
、
37
歳
に
な
っ
て
軽
度
知
的
障
害
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ｂ
型
就
労
支
援
施

設
と
出
会
い
、
15
、
16
年
ぶ
り
に
家
族
や
近

所
の
人
以
外
と
触
れ
合
い
、
毎
日
外
に
出
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
半
年
以
上
か
か
っ
て
職

員
さ
ん
以
外
の
方
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
お
互
い
食
べ
物
を
交
換
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
私
は「
た
ま
ご
む
っ
か
ん
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
の
だ
っ
た
。
心
の
扉
が
開
い
た

瞬
間「
た
ま
ご
む
っ
か
ん
」の
お
い
し
さ
を
広

め
た
い
と
思
っ
た
。

き
て
ぃ
・
ほ
わ
い
と（
38
歳
）

第
２
の
故
郷
に

　
結
婚
を
機
に
大
好
き
だ
っ
た
仕
事
を
辞
め
、

４
月
に
愛
知
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

た
だ
夫
の
帰
り
を
待
つ
だ
け
の
日
々
は
孤
独

と
の
戦
い
で
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
に
も

優
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
自
然
。
そ
し
て
、

温
か
い
薩
摩
川
内
市
の
人
々
。
生
ま
れ
育
っ

た
愛
知
を
離
れ
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地

で
暮
ら
す
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
薩
摩
川
内
市
の

魅
力
に
触
れ
、
第
２
の
故
郷
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

か
す
み
草（
25
歳
）
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■
　
広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

平 成５年に土砂崩れや河川の氾濫など、鹿児島市を中
心に甚大な災害が発生した８. ６豪雨。私は、その日、

天文館でのアルバイトを終えて、家に帰ろうとバスを待って
いました。しかし、いつまで経ってもバスは来ません。その
うち側溝から水があふれ出し、電車通りがみるみるうちに濁
流にのまれて川となっていく様子をぼうぜんと立ちすくんで
見つめていました。携帯電話の普及率が約３％の時代。得ら
れる情報は、人からの口伝えで、そのうち、あちこちから被
災の状況が聞こえ始め、このまま家族に会えなくなってしま
うのではないか、と不安に押しつぶされそうになりました。
　あの日以来、天気予報が「雨」となるたびに、どのような行
動をとったら災害被害を少しでも軽減できるのか考えます。
　自然災害を前にすると無力さを感じますが、これからも平
常時から「もしも」を想定して、「いざ」という時に自分と大切
な人たちを守れるように備えておこうと思います。（諏訪原）

　表紙写真で親子が座るベンチは、４月にオープンしたセンノオ
トにあり、「かまど」として使用可能で、蓄電池式街路灯は、独立
電源システムとして機能し、スマートフォンなどを充電すること
ができ、いずれも災害時に活用できるものです。
　今月の広報薩摩川内は、「防災」をテーマにしました。市誕生
20周年を迎え、まちの賑わいや人々の笑顔をこれからも紡いで
いくために日頃から防災意識を高めましょう。家族や地域で避難
所や連絡先などを確認しておくことが大切ですので、そのきっか
けになればと思います。

◎今月の表紙
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Ｐ６
Ｐ８
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キジカケル突撃レポート！
人のとなりに
７月は国民年金保険料免除・納付猶予申請の更新月です
／市長と振り返る薩摩川内市誕生20周年 
生涯学習「まちづくり出前講座」を活用してみませんか
令和６年７月から重度心身障害者医療費助成制度が一部変わります！
深ボリ！企業のチカラ
令和４年度決算に基づく本市の財務書類を作成しました
ゼロカーボンシティを目指して
私のFood記
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

＜目　次＞

▲�災害時にかまどとして使える防災ベンチ
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